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令和２年１２月２３日 

 

福知山市議会議長 芦田眞弘 様 

 

予算審査委員会委員長 野 田 勝 康 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された議案について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第

８０条の規定により報告します。 

 

記  

 

１ 委員会付託議案 

・議第９７号「令和２年度福知山市一般会計補正予算（第１０号）」 

・議第９８号「令和２年度福知山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」 

・議第９９号「令和２年度福知山市国民健康保険診療所費特別会計補正予算（第２号）」 

・議第１００号「令和２年度福知山市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）」 

・議第１０１号「令和２年度福知山市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）」 

・議第１０２号「令和２年度福知山市病院事業会計補正予算（第４号）」 

 

２ 審査の概要 

１２月１６日及び１７日に委員会を開催し、付託議案の審査を行いました。各所管部署 

より詳細な説明を受け議案審査を行い、延べ２２人の委員から大きく３１項目の質疑があ

りましたので主な概要について報告します。 
初めに、議第９７号のスマートシティ推進事業について「自治会に関しては、タブレッ

ト端末をモデル地区に配布するとのことであるが、モデル地区の選定基準」を問う質疑が

あり、「タブレット端末を配布する自治会、モデル地区の設定については、消防団との連携

も視野に入れ、分団が構成される地区単位とし、かつ、避難のあり方検討会のモデル地区

となっている蓼原自治会を含む大江地域の内水対策事業実施地区が含まれる河西地区及び

河守地区の全自治会としている」との答弁がありました。続いて、「消防団に関して、タブ

レットを使用した現場での指示・指令」を問う質疑があり、「通常のウェブ会議に加え、災

害時においてタブレットを使った映像や画像により、全市域の消防団が瞬時に判断できる

といった形で活用を考えている。災害に迅速に対応できるよう、しっかり検証して災害対

応能力の強化に努めたい」との答弁がありました。 

次に、高齢者等感染症拡大防止クーポン事業について、「対象者がクーポン券を受け取る

方法」を問う質疑があり、「６５歳以上の方、妊娠が確認されている方、身体障害者手帳１
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級・２級、療育手帳Ａをお持ちの方には、このクーポン券を郵送する。それ以外で基礎疾

患のある方については、基礎疾患名、かかりつけ医院等の確認が必要なため、窓口での受

付と併せて、密を避ける観点から郵送による申請も検討していきたい」との答弁がありま

した。 

次に、旧三岳小学校法面崩壊対策事業について「工事請負費１億２千万円の全額を市債

発行に求めているが他の財源は考えていなかったのか」を問う質疑があり、「他の財源を検

討したが国庫補助金、交付金等の手当てが困難な状況であった。その中で京都府及び国土

交通省と検討を重ね国土強靭化３か年対策に関連する緊急自然災害防止対策事業債を充て

ることができた。この市債は充当率１００パーセント交付税措置率が７０パーセントと非

常に有利な財源となっている」との答弁がありました。 

次に、都市公園指定管理料について「現在、都市公園はいくつあるのか。また毎年の１

億２８７４万５千円の指定管理料の適正かつ円滑な維持管理の内容」を問う質疑があり、

「都市公園は現在９２公園で、面積は１７４ｈａであり、その中には三段池公園も含まれ

ている。適切な維持管理をするために、年間の管理料の中には、科学館、動物園、長安寺

憩いの家、また地域にお世話になっている街区公園の維持管理料も含まれている。また大

きな公園である三段池公園や長田野公園については、それぞれ委託に出しエリアを分けて

草刈りを計画的に行っている」との答弁がありました。 

次に、北陵地域公民館整備事業について、「事業費の財源の一部に『豊かな森を育てる基

金繰入金』を充てているが、基金の設置目的に照らして、どのような工事内容に充当する

のか」を問う質疑があり、「基金の設置目的のうち『森林資源の循環利用』を促進するとい

う考えに基づき、建物本体の木工事において京都府内産の木材を利用する部分などの経費

に充当していきたい」との答弁がありました。 

次に、議第１０２号の病院事業における手術ロボット装置整備事業について「手術ロボ

ットは、舞鶴市にもあると思うが、性能は比較してどうか、また導入効果」を問う質疑が

あり、「予定している手術ロボットは、第４世代のもので、舞鶴市のものより性能は、向上

している。導入効果に関しては、他市の病院に紹介していた患者様が、市内において高度

な手術が受けられることになり、負担が軽減されると考える」との答弁がありました。 

なお、議第９８号から議第１０１号までの議案に対する質疑は、ありませんでした。 

また、討論は、ありませんでした。 

 

３ 審査結果 

・議第９７号  全員賛成で原案可決 

・議第９８号  全員賛成で原案可決 

・議第９９号  全員賛成で原案可決 

・議第１００号 全員賛成で原案可決 

・議第１０１号 全員賛成で原案可決 

・議第１０２号 全員賛成で原案可決 


